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文化
金
沢
を
実
感
す
る
体
験
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
金
沢
大
学
が
開
講
す
る
「
金
沢
学
」
は
、
講
義
に
よ
っ
て
学
問
的
な
背
景
を
知
り
、
体
験
を
通
し
て
文
化
的
理
解
を
深
め
る
、
参
加
型
の
体
験
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
金
沢
に
点
在
す
る
有
形
、
無
形
の
文
化
的
遺
産
や
文
化
的
価
値
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
を
用
い
て
講
義
や
体
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
金
沢
学
」
開
講
3
年
目
と
な
る
平
成
16
年
度
は
、
夏
コ
ー
ス
、
冬
コ
ー
ス
と
も
に
1
泊
2
日
の
日
程
で
、
留
学
生
20
名
、
日
本
人
学
生
10
名
が
参
加
し
た
。
夏
コ
ー
ス
の
舞
台
は
能
登
。「
能
登
の
自
然
と
農
業
」、「
能
登
地
域
と
東
ア
ジ
ア
地
域
の
交
流
」
と
い
っ
た
講
義
の
ほ
か
、「
お
熊
甲
祭
」
や
の
と
じ
ま
水
族
館
の
見
学
な
ど
、
多
角
的
に
能
登
の
文
化
に
触
れ
た
。
冬
コ
ー
ス
で
は
、
県
立
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
「
加
賀
の
美
術
工
芸
」、
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ
で
は
「
北
大
路
魯
山
人
」
の
講
義
を
、
ま
た
「
和
太
鼓
体
験
」
や
「
加
賀
料
理
の
実
習
」
を
キ
ゴ
山
ふ
れ
あ
い
の
里
研
修
館
で
行
っ
た
。
参
加
者
の
う
ち
の
お
よ
そ
半
数
が
、
「
興
味
の
あ
る
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
る
こ
と
を
「
金
沢
学
」
へ
の
参
加
理
由
と
し
て
い
る
。
参
加
者
の
9
割
が
内
容
に
関
し
て
「
と
て
も
満
足
」「
満
足
し
た
ほ
う
」
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
、
体
験
に
よ
っ
て
金
沢
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
参
加
者
同
士
の
交
流
が
で
き
た
こ
と
だ
。
共
に
行
う
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
、
交
流
し
あ
え
た
こ
と
が
満
足
で
き
た
最
大
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
日
本
語
力
が
十
分
で
は
な
い
留
学
生
に
と
っ
て
、
難
し
い
漢
字
や
専
門
用
語
、
歴
史
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
要
す
る
講
義
は
、
理
解
し
難
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
、
体
験
だ
け
の
学
習
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
講
義
と
の
組
み
合
わ
せ
や
事
前
学
習
の
工
夫
を
考
え
る
事
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
　金
沢
学
の
こ
れ
か
ら
○
科
目
に
「
ひ
ろ
が
り
」「
深
ま
り
」
を
文
化
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
金
箔
工
芸
や
加
賀
友
禅
、
茶
道
、
能
楽
と
い
っ
た
「
か
た
ち
」
が
あ
る
も
の
、
武
家
屋
敷
や
茶
屋
街
に
代
表
さ
れ
る
街
並
の
よ
う
に
全
体
を
み
た
と
き
に
文
化
と
し
て
存
在
す
る
も
の
な
ど
様
々
だ
。
金
沢
の
文
化
と
し
て
守
っ
て
ゆ
き
た
い
、
伝
え
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
、
「
金
沢
学
」
に
盛
り
込
み
、
科
目
の
拡
大
と
深
化
を
進
め
て
行
く
。
○
市
民
参
加
「
金
沢
学
」
は
平
成
14
年
度
の
開
講
以
来
、
和
太
鼓
の
技
術
指
導
や
調
理
実
習
の
サ
ポ
ー
ト
、
文
化
活
動
を
通
じ
た
交
流
面
で
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
協
力
を
得
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。ま
た
、い
し
か
わ
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
や
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
、
地
域
の
人
々
が
講
座
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
環
境
を
作
る
と
と
も
に
、
市
民
の
方
々
と
共
に
地
域
の
文
化
を
再
発
見
す
る
機
会
を
提
供
し
て
ゆ
く
方
針
だ
。
○
日
本
人
学
生
の
参
加
こ
れ
ま
で
日
本
人
学
生
の
参
加
は
少
な
か
っ
た
が
、
来
年
度
か
ら
は
多
数
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
い
。
と
り
わ
け
留
学
を
考
え
る
学
生
、「
ふ
る
さ
と
教
育
」
を
実
践
す
る
教
員
志
望
の
学
生
の
参
加
に
期
待
を
よ
せ
る
。
自
分
た
ち
の
文
化
を
知
り
、
大
切
に
し
て
こ
そ
他
の
文
化
に
対
す
る
理
解
や
尊
重
の
念
が
生
ま
れ
、
多
文
化
共
生
を
進
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
美しく豊かな自然と、伝統に育まれた文化をもつ地、金沢。
世界の情報がリアルタイムで入ってくる今日、自らの文化を知り、
見直すことで多文化への理解、異文化コミュニケーションの第一歩としたい。
金沢大学では、これまで主として留学生向けに開講してきた
「金沢学」を発展させ、市民に開放する。
　　学生編集委員　水木　裕子
金沢はこんな街
　　知る・味わう・体験する講座「金沢学」
熱のこもった指導のもと、真剣なまなざしでばちを
にぎる留学生。和のリズムを体感する
加
賀
の
郷
土
料
理
・
治
部
煮
を
つ
く
る
。
体
験
を
通
し
て
、
参
加
者
同
士
の
交
流
は
深
ま
る
